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特  集 伝統工芸界の新しい動き

越前箪笥╳ジャクエツ

　遊具のトップシェアを誇る企業㈱ジャクエツと越前
箪笥職人とのコラボレーション。伝統工芸の新しい可能
性を切り拓く作品の展示と遊具コーナーを設置。

伝統工芸セレクトショップ
　県内伝統工芸品や海外向けクラウドファンディングで
開発した商品を販売。

ワークショップ
　土日祝日限定で伝統工芸ワークショップを展開する。

《スケジュール》
9/21-23 越前焼 9/28-29 越前漆器・越前打刃物

10/ 5 - 6  越前箪笥 10/12-14 越前打刃物
10/19-20 若狭塗・めのう
10/26-27 越前和紙

国際漆芸展 
〜東京芸藝術大学 三田村有純名誉教授監修〜

令和に集う世界の漆芸 36歌仙展 
〜越前和紙╳世界の漆芸〜

越前和紙に漆絵を施した作品展示。海外10カ国
22人、国内14人が出展。うち越前漆器5人

「女性作家の創る漆装身具」15人展
国内の女性漆芸作家15人の作品を展示・販売。 

うち越前漆器3人

が
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い

る
。」
と
熱
く
語
る
。

  

今
回
の
展
示
会
で
は
、
伝
統
工

芸
（
越
前
和
紙
）
と
の
コ
ラ
ボ
作

品
を
含
む
15
作
品
を
展
示
す
る
。

実
際
に
動
く
巨
大
な
ス
ト
ラ
ン
ド

ビ
ー
ス
ト
を
体
感
で
き
る
ほ
か
、

そ
の
構
造
や
動
き
の
仕
組
み
を
解

説
す
る
。

「
テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
展
ｉ
ｎ
ふ
く

い
」
と
同
時
開
催
す
る
「
ク
ラ
フ

ト
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」
も
、
国
内

外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
連
携
強

化
と
販
路
拡
大
を
目
的
と
し
て
実

施
す
る
。
越
前
漆
器
は
、
東
京
芸

藝
術
大
学
名
誉
教
授 

三
田
村
有

純
氏
監
修
の
も
と
国
内
外
の
漆
芸

作
家
の
作
品
を
展
示
・
販
売
す

る
「
国
際
漆
芸
展
」
を
開
催
。
世

界
の
漆
芸
作
家
が
、
越
前
和
紙
を

使
っ
た
作
品
を
創
り
表
現
の
可
能

性
を
探
る
。
ま
た
、
国
内
の
女
性

漆
芸
作
家
に
よ
る
漆
の
装
身
具
を

展
示
販
売
、
互
い
の
表
現
技
術
に

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
ら

れ
な
が
ら
競
い
合
う
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
場
を
創
出
し
て
い
る
。

一
方
、
越
前
箪
笥
は
、
遊
具
の

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
地
元
企
業

㈱
ジ
ャ
ク
エ
ツ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
遊
具
を
作
り
展
示
す
る
。

㈱
ジ
ャ
ク
エ
ツ
の
イ
ン
ハ
ウ
ス
デ

ザ
イ
ナ
ー
等
が
、
産
地
を
訪
問
し

て
職
人
の
技
を
体
験
。
企
業
と
職

人
に
よ
る
共
同
企
画
で
新
し
い
遊

具
を
提
案
す
る
試
み
だ
。
ク
リ
エ

イ
タ
ー
と
の
協
働
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
伝
統
工
芸
の
魅
力
を
再
発

見
し
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

そ
の
他
会
場
で
は
、
県
内
工

芸
品
の
中
か
ら
現
代
の
生
活
に

フ
ィ
ッ
ト
し
た
商
品
を
セ
レ
ク
ト

し
て
展
示
販
売
す
る
「
伝
統
工
芸

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
」
や
、沈
金
、

紙
漉
き
、
和
紙
工
作
、
刃
物
研
ぎ
、

等
、
伝
統
工
芸
の
技
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
普
段
会
う
こ
と
が
で
き
な

い
職
人
と
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
で
、
伝
統
工
芸

を
身
近
な
も
の
と
感
じ
て
ほ
し
い
。

今
回
の
「
テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
展

ｉ
ｎ
ふ
く
い
＆
ク
ラ
フ
ト
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
」
で
は
、
影
響
力
の
あ

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
作
家
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
き
っ
か
け
と

し
た
P
R
お
よ
び
販
路
拡
大
が
、

伝
統
工
芸
再
興
の
大
き
な
鍵
と

な
っ
て
い
る
。

県
内
産
地
の
取
り
組
み
と
し

て
、
伝
統
工
芸
の
魅
力
を
国
内
外

へ
発
信
す
る
事
業
が
あ
る
。
文
化

庁
と
北
陸
三
県
が
協
力
し
て
実
施

す
る「
国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ
ト
」

だ
。「
国
際
北
陸
工
芸
サ
ミ
ッ
ト
」

は
、
2
0
1
7
年
の
富
山
県
で
の

開
催
を
皮
切
り
に
、
本
年
は
福
井

県
、
来
年
は
石
川
県
で
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
県
は
、「
テ

オ
・
ヤ
ン
セ
ン
展
ｉ
ｎ
ふ
く
い
＆

ク
ラ
フ
ト
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

開
催
す
る
。

  

「
テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
展
ｉ
ｎ
ふ

く
い
」
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
世
界

的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
テ
オ
・

ヤ
ン
セ
ン
氏
が
創
り
出
す
、「
ス

ト
ラ
ン
ド
（
砂
浜
の
）
ビ
ー
ス
ト

（
生
命
体
）」
と
呼
ば
れ
る
作
品
を

一
堂
に
展
示
す
る
。
黄
色
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
チ
ュ
ー
ブ
で
造
形
さ
れ

た
構
造
体
と
「
羽
（
帆
）」
で
構

成
さ
れ
た
「
ス
ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス

ト
」
は
、
風
を
動
力
源
と
し
て
疾

走
す
る
「
生
き
物
」
の
よ
う
で
あ

り
動
き
が
滑
ら
か
だ
。

 

本
展
で
は
、「
羽
（
帆
）」
の
部

分
に
越
前
和
紙
を
使
用
し
た
「
ス

ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス
ト
」
を
発
表
。

テ
オ
・
ヤ
ン
セ
ン
氏
が
越
前
和
紙

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
ス
ケ
ッ

チ
を
も
と
に
、
㈱
杉
原
商
店
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
㈱
滝
製
紙

所
が
試
作
を
繰
り
返
し
完
成
に

至
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ビ
ニ
ー
ル
や

パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
布
が
使
わ
れ
て

い
た
「
羽
（
帆
）」
は
、
軽
量
と

丈
夫
さ
が
要
求
さ
れ
る
が
、
こ
の

部
分
に
美
し
く
て
強
靭
な
越
前
和

紙
の
揉
み
紙
の
技
術
が
使
わ
れ
る

か
た
ち
と
な
っ
た
。
ヤ
ン
セ
ン
氏

が
生
み
出
す
ス
ト
ラ
ン
ド
ビ
ー
ス

ト
と
日
本
の
伝
統
工
芸
と
の
融
合

は
、
初
の
試
み
で
あ
り
、
全
世
界

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
注
目
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
も
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
や
ピ
カ
ソ
な
ど
日
本
画
や

木
版
画
の
巨
匠
か
ら
支
持
を
得
て

い
た
越
前
和
紙
の
新
た
な
可
能
性

を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

と
な
る
。

今
回
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
携
わ
っ
た
株
式
会
社
杉
原
商

店
代
表
の
杉
原
吉
直
氏
は
、
自

身
を
和
紙
ソ
ム
リ
エ
と
称
し
て
、

2
0
0
2
年
か
ら
県
外
の
み
な
ら

ず
海
外
へ
の
越
前
和
紙
P
R
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
、
海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
の
取
引
も
増
え
て

い
る
。
杉
原
氏
は
、「
こ
れ
ま
で

原
材
料
、
加
工
賃
等
の
み
で
和
紙

の
単
価
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
、
な
か
な
か
余
裕
が
な
く
投
資

も
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
ー
ト
の

世
界
は
、
風
合
い
や
丈
夫
さ
等
、

越
前
和
紙
の
も
つ
特
性
を
高
く
評

価
し
て
く
れ
る
分
野
で
あ
る
。
今

後
も
産
地
が
存
続
し
て
い
く
上

で
、
と
て
も
大
事
な
市
場
だ
と
思

う
。
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か

け
で
、
日
本
画
や
版
画
だ
け
で
な

く
様
々
な
ア
ー
ト
の
世
界
で
も
注

目
さ
れ
、
新
し
い
価
値
観
を
生
む

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
に
繋

近年、輸入品との競合や私たちのライフスタ
イルの変化とともに国内需要が減少傾向にあ
るなど、伝統工芸品を取り巻く環境は厳しく
なっている。また、後継者不足や職人の高齢化
が進んでおり伝統工芸に従事する就業者も減
少の一途を辿っている。このような待った無し
の課題に対して、産地レベル、企業レベルであ
らゆる取り組みがなされている。魅力ある工芸
の未来を創り出すため県内の伝統工芸産地で
は、どのような取り組みが始まっているのか新
しい動きを紹介する。

伝統工芸界の
新しい動き

特  集

1  伝統工芸界の新しい動き
3  産地ブランド再構築のための 
 アクションプラン策定
5  【企業事例①】㈱セキサカ
7  【企業事例②】ＴＳＵＧＩ ＬＬＣ.
8  【販路開拓事例①】RENEW
9  【販路開拓事例②】ツーリストア
10 【企業事例③】若狭の空と海とものづくり
11 今月の注目企業　㈲森川レース
13 Start a New Project 
 ◦腸整Nuku’Nuku 
 ◦スペックス株式会社
14 こんにちは。ＦＯＩＰです。
15 グッドデザインシンキング 
16 総合相談 
17 「IT」教えて先生！
18 新スポット巡礼 
19 インフォメーション他

Contents

イメージ写真「ヤンセン氏のスケッチや
越前和紙の写真」
イメージ写真「杉原氏の写真」

㈱杉原商店
代表 杉原吉直氏

三田村氏は、2018年から始まった
越前漆器協同組合が主催する「夜
学塾」に毎年関わっており、産地内
の経営者や職人らを対象に、国内
外の講師による海外進出に向けた
レクチャーを展開している。

ア
ー
ト
と
伝
統
工
芸
の
コ
ラ
ボ

　
　
　

 「
ク
ラ
フ
ト
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
」

会　期●令和元年9月21日㈯～10月27日㈰　会期中無休 
　　　　10：00～17：00 （入館は16:30まで）
場　所●サンドーム福井 イベントホール（越前市瓜生町5-1-1）
入場料●一般1,000円（800円）、大学生800円、高校生以下無料 
　　　　（　）は団体料金
主　催●福井県
問い合わせ　国際工芸サミットプロジェクトチーム 
　　　　　　（TEL.0778-22-6021）

「テオ・ヤンセン展 in ふくい」概要

クラフトエキシビジョン概要
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特  集 伝統工芸界の新しい動き

海
外
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
盛
ん
に
行

わ
れ
年
々
注
目
が
高
ま
る
越
前

和
紙
。
今
年
2
月
、
福
井
県
和

紙
工
業
協
同
組
合
に
よ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
「
越
前
和
紙
産

地
振
興
計
画
」
が
発
表
さ
れ
た
。

「
B
e
s
p
o
k
e 

W
a
s
h
i 

E
c
h
i
z
e
n
へ
の
挑
戦
」
と

タ
イ
ト
ル
が
う
た
れ
た
本
計
画
に

は
、
2
0
2
3
年
ま
で
の
5
年
間

で
取
り
組
む

具
体
的
な
新

ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
が
示

さ
れ
て
い

る
。

  

近
年
、
生

活
様
式
の
変

化
や
電
子
化

に
よ
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス

が
進
む
中

で
、
和
紙
の

需
要
は
減
少

傾
向
に
あ
り

2
0
0
1
年
か
ら
の
15
年
間
に
組

合
員
の
売
り
上
げ
は
56
％
減
少
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
廃
業
も
増
加

し
組
合
員
数
も
23
％
減
少
し
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
、
10

年
後
に
は
、
組
合
員
数
は
30
社
程

度
ま
で
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り

待
っ
た
無
し
の
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
減
少
を
食
い
止
め
、
維

持
で
き
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
計
画
で
は
、
産
地
の
未
来
像
を

描
い
た
「
産
地
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

と
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
。
目
指
す
方
向
性
を
組
合

員
全
員
が
共
有
化
し
、
一
体
と

な
っ
て
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

ま
ず
、
産
地
振
興
に
向
け
「
産

地
内
連
携
の
確
立
」
を
掲
げ
た
。

現
在
、
組
合
と
産
地
問
屋
と
協
力

機
会
は
少
な
く
、
営
業
が
問
屋
任

せ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
産
地

問
屋
と
メ
ー
カ
ー
間
で
の
情
報
共

有
も
少
な
く
、
メ
ー
カ
ー
は
、
エ

ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
が
把
握

し
づ
ら
い
状
況
だ
。
そ
こ
で
、
今

回
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、

組
合
と
産
地
問
屋
と
の
密
な
協
力

体
制
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
と
し

た
。
組
合
は
、
産
地
メ
ー
カ
ー
の

和
紙
製
造
能
力
、
技
術
力
を
芸
術

的
に
表
現
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
「
テ
ク
ニ
カ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ（
作
品
集
）」を
準
備
。

見
本
市
、
展
示
会
等
あ
ら
ゆ
る
商

談
の
場
で
活
用
さ
れ
、
最
終
顧
客

か
ら
の
引
き
合
い
は
P
R
ツ
ー
ル

に
よ
り
誘
導
し
、
産
地
問
屋
に
繋

が
れ
る
と
い
っ
た
商
流
イ
メ
ー
ジ

を
明
確
に
示
し
た
。

現
在
、
越
前
和
紙
に
統
一
の
イ

メ
ー
ジ
が
な
く
ブ
ラ
ン
ド
構
築

も
他
産
地
に
比
べ
進
ん
で
い
な

い
。
今
回
、
そ
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
指
針
を
示
す
た
め
の
「
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ブ
ッ
ク
」
を
製

作
、
ブ
ラ
ン
ド
定
義
を
明
確
化
に

し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
は
、
世
界

を
意
識
し
「
E
C
H
I
Z
E
N 

W
A
S
H
I
」
と
い
っ
た
英
字
表

記
。
和
紙
を
「
W
」
に
、
紙
漉
き

の
道
具
で
あ
る
桁け
た

を
「
E
」
に
見

立
て
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
一

貫
性
の
あ
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
統
一

し
た
。
ま
た
、
越
前
和
紙
の
特
長

を
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
対
し
て
専

門
性
の
高
い
商
品
と
し
て
提
供
す

る「
誂
え
和
紙（
B
e
s
p
o
k
e 

W
a
s
h
i
）」
と
表
現
し
、
ブ

ラ
ン
ド
ロ
ゴ
に
副
題
と
し
て
「
あ

つ
ら
え
」
を
意
味
す
る
英
語

「
B
E
S
P
O
K
E
（
ビ
ス
ポ
ー

ク
）」
を
添
え
、
海
外
で
も
越
前

和
紙
の
特
長
を
直
感
的
に
伝
わ
る

よ
う
に
し
た
。
本
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン

セ
プ
ト
を
組
合
員
が
全
員
で
共
有

す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
地
の
ブ
ラ

ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
対
外
的
に
発

信
で
き
る
体
制
に
し
た
。

  

さ
ら
に
新
た
な
教
育
活
動
と
し

て
、
芸
術
家
が
滞
在
し
て
住
民
と

交
流
し
な
が
ら
制
作
活
動
を
す
る

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
」
の
年
内
実
施
で
場
を
整

え
、
和
紙
の
産
地
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
消
費
地
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

地
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
る
こ

と
と
し
た
。
今
回
の
振
興
計
画
策

定
に
あ
た
り
、
福
井
県
和
紙
工
業

協
同
組
合
理
事
長 

石
川
浩
氏
は
、

「
ま
ず
は
、
組
合
員
が
統
一
し
た

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
同
じ
言

葉
で
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
。
同

じ
言
葉
で
な
く
て
は
、
一
人
一
人

捉
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
し
ま

う
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
統
一
さ
せ
る

こ
と
が
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
と
き
ち

ん
と
会
話
が
で
き
る
原
点
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
海
外

に
も
発
信
し
て
い
き
、
い
ろ
ん
な

方
を
産
地
に
呼
び
込
み
た
い
。
和

紙
の
情
報
を
求
め
て
越
前
に
来
て

ほ
し
い
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
だ
け
で

な
く
使
い
手
、
研
究
者
に
と
っ
て

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
な

存
在
に
な
れ
る
よ
う
体
制
作
り
を

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。」

と
の
こ
と
。

本
年
度
中
に
、
戦
略
の
要
で
あ

る
ブ
ラ
ン
ド
ロ
ゴ
等
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
が
完
成
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ラ
ン
ド
サ

イ
ト
が
刷
新
す
る
。

ま
た
、
当
初
3
年
間
で
体
制
基

盤
を
強
化
、
産
地
内
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
任
命
し
事
業
推
進
体
制
の

確
率
を
目
指
す
。
計
画
で
は
、
産

地
全
体
の
生
産
額
を
現
状
の
約

26
億
円
で
下
げ
止
め
、
21
年
度
に

は
27
億
6
千
万
円
に
回
復
さ
せ
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、

21
年
ま
で
に
新
商
品
を
延
べ
7
つ

開
発
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
閲
覧
数

（
P
V
数
）
を
21
万
7
千
件
／
年

ま
で
高
め
る
と
い
っ
た
数
値
目
標

も
設
定
し
た
。
世
界
に
向
か
っ
て

躍
進
す
る
越
前
和
紙
の
産
地
の
動

き
に
目
が
離
せ
な
い
。

産
地
ブ
ラ
ン
ド
再
構
築
の
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定

―
福
井
県
和
紙
工
業
協
同
組
合
の
取
り
組
み
―

展示会開催にあわせて３つのコラボレーション商品を
発売しました。越前打刃物は、龍泉刃物の人気商品であ
るステーキナイフとレターオープナー。越前漆器は、土
直漆器のタンブラー。越前和紙は、杉原商店のアートポ
スターがそれぞれ、テオ・ヤンセン展限定商品として発
売されます。

1越前打刃物の人気商品であるステーキナイフとレターオープナー 
テオ・ヤンセンのロゴが入ったステーキナイフと風神雷神柄のレターオープナー。
共にグッドデザイン賞を受賞した逸品。

2越前漆器のタンブラー 
風神雷神が描かれた越前漆器のタンブラーは、2016年に発売以降人気だ。

3越前和紙のアートポスター 
テオ・ヤンセン氏の描いたストランドビーストのスケッチを手漉き技法の「凸和紙」
で表現。 1

3 2

組合員の売上・組合員数の推移

プレゼンテーションツールを活用した際の商流イメージ　テクニカルアーカイブのよって得られた引き合いは産地問屋に繋ぐ

ロゴマークとロゴタイプ
デザインには、イギリスのデザインスタジオ

「Anyhow」が携わる

福井県和紙工業協同組合
理事長 石川浩氏

テオ・ヤンセン展 in ふくい＆クラフトエキシビションから生まれたコラボレーション工芸品
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株式会社セキサカ

作
り
手
の
考
え
方
に
触
れ

買
い
付
け
商
品
を
見
極
め

関
坂
氏
は
１
９
８
０
（
昭
和

55
）
年
生
ま
れ
。
県
外
の
４
年
制

大
学
を
卒
業
後
、
デ
ザ
イ
ン
の
知

見
を
深
め
た
い
と
金
沢
市
に
あ
る

デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
を
経
て
オ
ラ

ン
ダ
に
留
学
。
帰
国
後
、
東
京
で

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

に
就
き
、
５
年
前
に
帰
郷
し
た
と

い
う
経
歴
を
持
つ
方
で
す
。

１
７
０
１
年
創
業
と
い
う
本
社

（
鯖
江
市
河
和
田
町
）
の
現
場
で

漆
器
の
商
流
を
学
び
な
が

ら
、
先
代
で
現
会
長
の
芳
雄

氏
が
２
０
０
５
年
に
始
め

た
販
売
部
門
『
与
十
郎
』
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
準

備
を
進
め
た
関
坂
氏
。
漆

器
中
心
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
一

掃
し
雑
貨
類
全

般
を
扱
う
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ

へ
転
換
す
る
と

い
う
計
画
で
し

た
が
、
店
舗
運

営
は
ま
っ
た
く

の
未
経
験
。
学

生
時
代
や
前
職

な
ど
を
通
じ
て

培
っ
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
が
頼
り
だ
っ
た
と
い

い
ま
す
。

２
０
１
５
年
11
月
に
開
い
た
セ

レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
名
は
「
ａ
ｔ

ａ
Ｗ
（
ア
タ
ウ
）」。
先
祖
か
ら
受

け
継
が
れ
て
き
た
「
与
十
郎
」
の

「
与
」
の
訓
読
み
や
、「
福
井
、
今

立
、河
和
田
な
ど
を
つ
な
ぐ
窓（
ウ

イ
ン
ド
ウ
）
の
よ
う
な
存
在
に
な

れ
ば
」
と
い
う
思
い
を
店
名
に
込

め
ま
し
た
。

店
内
に
は
、
漆
器
、
陶
器
、
衣

類
、
Ｃ
Ｄ
、
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
な

ど
、
漆
器
製
造
を
軸
に
す
る
企
業

で
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
な
い
よ

う
な
商
品
が
並
び
ま
す
。
買
い
付

け
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
を

介
し
て
独
自
の
視
点
や
手
法
を

も
っ
た
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
い

ま
す
。
心
が
動
か
さ
れ
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
有
名
無
名
問
わ
ず
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
に
取
り
入
れ
る
の
が

「
関
坂
流
」
で
す
。

新
ブ
ラ
ン
ド
お
披
露
目
は

イ
タ
リ
ア
の
国
際
見
本
市

「
店
の
運
営
は
母
と
妹
に
任
せ
て

い
る
の
で
す
が
、
オ
ー
プ
ン
の
頃

は
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

販
売
部
門
と
言
い
な
が
ら
自
社
商

品
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
開
店
前
の

半
年
ほ
ど
は
、
お
店
の
方
向
性
や

取
扱
予
定
の
商
品
を
家
族
で
共
有

す
る
時
間
を
じ
っ
く
り
と
設
け
ま

し
た
」。
オ
ー
プ
ン
５
年
目
と
な

り
、「
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
ッ
フ
か
ら

『
こ
ん
な
商
品
は
ど
う
？
』
と
提

案
を
受
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

店
頭
に
ふ
さ
わ
し
い
商
品
の
価
値

観
を
分
か
り
合
え
て
い
る
実
感
が

あ
り
ま
す
」

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
き
っ
か

け
に
、
県
外
や
国
外
で
活
動
す
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
も
進
ん
で
い
ま
す
。

一
例
が
、
２
０
１
７
年
春
に
誕

生
し
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
『
Ｓ
Ｅ
Ｋ

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
』の
商
品
。
そ
ご
う
・

西
武
、
ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
、

日
本
航
空
な
ど
が
協
賛
す
る
地
域

産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
ジ
ャ

パ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
』
の
一
環

で
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
デ
ザ
イ
ン

ス
タ
ジ
オ『
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
』
の
サ
ム
・
ヘ

ク
ト
、
キ
ム
・
コ
リ
ン
両
氏
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
し
ま

し
た
。

「
お
披
露
目
は
イ
タ
リ
ア
の
国
際

家
具
見
本
市『
ミ
ラ
ノ
サ
ロ
ー
ネ
』

で
、
見
本
市
の
レ
ベ
ル
や
規
模
の

大
き
さ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
て
い

た
展
示
会
と
大
き
く
違
っ
て
い
た

の
が
驚
き
で
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
に

関
わ
る
者
に
ち
ゃ
ん
と
し
た
ス

テ
ー
ジ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
と
い
う
収
穫
も
あ
り
ま

し
た
」。
そ
の
後
、
東
京
や
大
阪

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
組
ん
だ
商
品
も

生
ま
れ
、『
Ｓ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
』

ブ
ラ
ン
ド
は
着
実
に
育
っ
て
い

ま
す
。

代
替
わ
り
機
に
社
名
変
更

漆
器
分
野
以
外
の
展
開
も

販
売
部
門
の
業
態
変
更
で
大
き

く
変
わ
っ
た
の
が
リ
ピ
ー
ト
客
の

増
加
。
毎
年
秋
に
丹
南
地
区
で
開

催
さ
れ
る
、
も
の
づ
く
り
体
感
イ

ベ
ン
ト
『
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
』
へ
の
参

加
も
リ
ピ
ー
ト
増
を
後
押
し
し
て

い
る
様
子
で
す
。「
同
世
代
向
け

に
店
を
始
め
た
つ
も
り
が
、『
与

十
郎
』
時
代
か
ら
の
お
客
さ
ま
も

含
め
幅
広
い
世
代
に
来
店
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
関
坂
氏
。
売
り

上
げ
も
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

新
元
号
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て

代
表
取
締
役
と
な
り
、
12
代
目
に

就
任
。
同
時
に
社
名
も
関
坂
漆
器

か
ら
セ
キ
サ
カ
と
カ
ナ
表
記
に
改

め
ま
し
た
。
関
坂
氏
は
現
在
、
業

務
用
漆
器
の
営
業
、
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
商
品
開
発
、商
品
買
い
付
け
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
多
忙
な
毎
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
今
も
漆
器
製
造
が
軸
で
あ
る
こ

と
は
変
わ
ら
な
い
で
す
が
、
販
売

部
門
展
開
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
開
発

と
合
わ
せ
て
業
務
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
い
け
れ
ば
。
何
が
正
解
か

は
分
か
ら
ず
探
り
な
が
ら
の
展
開

で
は
あ
り
ま
す
が
、
社
名
を
変
え

た
こ
と
で
漆
器
分
野
に
限
ら
な
い

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
」
と
プ
ラ

ン
を
描
い
て
い
ま
す
。

業務用漆器を軸に展開する株式会社セキサカは、約300年の歴史を誇る漆器
メーカー。約４年前、生活雑貨セレクトショップをオープンしたのを機に、県
内外のクリエイターと組んで新ブランドを立ち上げるなど新たな取り組みを
行っています。開店の経緯や今後のビジョンなどについて、代表取締役の関坂
達弘氏に話を聞きました。

新ブランド展開に意欲、
老舗漆器業の挑戦

CASE 1

株式会社セキサカ
https://sekisaka.co.jp/

本　社／鯖江市片山町3-53
直営店／越前市赤坂町3-22-1
代表者：関坂達弘氏
事業内容：業務用漆器、木製漆器の卸・製造・販売、OEM製造
TEL：0778-65-0009（本社）、0778-43-0009（直営店）

「SEKISAKA」ブランドの商品（一部）

代表取締役　関坂達弘氏
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ＴＳＵＧＩ ＬＬＣ.

創
造
的
な
産
地
を
作
る

同
社
の
メ
ン
バ
ー
は
全
員
が
県

外
か
ら
の
移
住
者
で
、「
10
年
後

の
担
い
手
に
な
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て

2
0
1
3
年
に
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
2
0
1
5
年
に
「
創
造
的
な

産
地
を
つ
く
る
」
こ
と
を
理
念
に

デ
ザ
イ
ン
事
務
所
と
し
て
法
人
化

し
、
本
格
的
に
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
た
だ
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所

で
は
な
く
、
商
品
開
発
、
販
路
開

拓
ま
で
を
す
べ
て
一
貫
し
て
行
っ

て
い
る
の
が
同
社
の
特
徴
で
す
。

〝
支
え
る・作
る・売
る・醸
す
〟

「
創
造
的
な
産
地
を
つ
く
る
」
た

め
に
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
が
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
〝
支
え
る
・
作
る
・

売
る
・
醸
す
〟
と
い
う
4
つ
を

テ
ー
マ
と
し
た
事
業
で
す
。「
支

え
る
」
で
は
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

支
援
を
通
じ
て
産
地
企
業
を
デ
ザ

イ
ン
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
が
、
地
方
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
活
動
す
る
た
め
に
は
「
販
路
」

や
「
流
通
」
ま
で
案
内
で
き
な
い

と
い
け
な
い
と
感
じ
、
ま
ず
は
自

ら
が
実
践
し
て
み
せ
る
こ
と
が
必

要
と
の
判
断
か
ら
、
自
社
ブ
ラ
ン

ド
の
商
品
を「
作
り
」、自
ら
が「
売

る
」
と
こ
ろ
ま
で
責
任
を
も
っ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
販
売
で
は
、
全

国
の
商
業
施
設
で
期
間
限
定
で
販

売
す
る
行
商
型
ス
ト
ア
「
Ｓ
Ａ
Ｖ

Ａ
！
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
」
に
て
、
自
社

商
品
の
ほ
か
、
支
援
し
た
商
品
な

ど
も
販
売
し
、
顧
客
の
反
応
を
作

り
手
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
さ
ら
な
る
支
援
に
繋
げ
て
い

ま
す
。
最
後
の
「
醸
す
」
は
、「
産

地
の
熱
量
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

「
R
E
N
E
W
」
と
い
う
工
房
見

学
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
こ
れ
か
ら

は
通
年
型
の
産
業
観
光
の
構
築
な

ど
を
目
指
し
、

そ
の
一
環
と
し

て
福
井
の
も
の

づ
く
り
と
デ
ザ

イ
ン
を
体
感
で

き
る
小
さ
な
複

合
施
設
「
ツ
ー

リ
ス
ト
ア
」
の

開
設
も
行
い
ま

し
た
。

自
分
の
経
験
、考
え
を
も
と
に
…
。

「
一
人
で
鯖
江
に
移
住
し
た
時
は

本
当
に
孤
独
で
寂
し
か
っ
た
で

す
。
地
方
で
頑
張
っ
て
活
動
し
て

い
る
人
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
孤
独

を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た

ち
が
一
堂
に
集
ま
る
と
、
当
然
の

よ
う
に
繋
が
ろ
う
と
し
ま
す
し
、

そ
こ
か
ら
新
た
な
商
品
や
販
路
が

生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。」

「
最
近
、
伝
統
工
芸
産
地
に
直
営

店
を
置
く
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
ま

し
た
が
、
直
営
店
同
士
を
つ
な
げ

る
ハ
ブ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
消
費
地
と
生
産
地
に

は
デ
ザ
イ
ン
需
要
の
違
い
が
あ
り
ま

す
。
ツ
ー
リ
ス
ト
ア
を
は
じ
め
、
私

た
ち
は
そ
の
間
に
入
り
、
地
域
別
に

一
か
ら
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

い
く
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
像

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。」
と
新
山

氏
は
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

直営店の設置や海外に向けて販路開拓をすすめる
など、伝統工芸業界で始まっている市場開拓や担い
手獲得に向けた新しい動きについて、大阪から鯖江
市に移住し、2015年にデザイン事務所「ＴＳＵＧＩ 
ＬＬＣ．」を設立した新山直広氏にお話を伺いました。

“次”の時代に向けて、
“継ぎ”、“接ぐ”

CASE 2

ＴＳＵＧＩ ＬＬＣ.
https://tsugilab.com/

所 在 地：鯖江市河和田町19-8
代 表 者：新山 直広氏
事業内容：デザインを通した価値提案、プロデュース、 
 コンサルティング、商品の企画、製造、販売 
 イベント、カルチャースクールの企画運営 など
TEL 0778-65-0048

「まち／ひと／しごと -Locaism Expo Fukui-」
とは、「ものづくり・食・教育・福祉・コミュ
ニティ・IT ・防災」といったキーワードで、
全国のローカル経済圏で行われている社会的
意義の高い活動を紹介する、ショップ型の博
覧会です。2回目の開催となる今回も、全国
からローカルプレーヤーが集い、展示・販
売・トークイベント・ワークショップを通し
て、当事者から直に想いやストーリーを聞き
ながら、これからの地域のあり方、暮らしの
あり方を捉え直し、これからの「生きる」に
ついて考えます。

会　期：2019年10月11日㈮〜14日（月・祝）
 10：00～17：00（最終日は16:00まで）

会　場：うるしの里会館 産業振興交流ホール
 （福井県鯖江市西袋町40-1-2）

魅力ある工芸の未来を創り出すために伝統工芸産地では、新しい取り組みが始まっています。

来たれ若人、ものづくりのまちへ
ＲＥＮＥＷ／２０１９

まち／ひと／しごと
― Localism Expo Fukui 2019 ―

福井県丹南エリアは、全国から職人やデザイナーが集う
「ものづくりを志す若者が目指すまち」。移住EXPOでは
移住を志す方や、関係人口の増加を目指す方へ気づきを
つくるトークイベントを開催します。

産地の師弟トークセッション　　　　　
ものづくりの世界に飛び込んだ若者と師匠とのトークセッション。

数々の悩みを乗り越えてきた四人に、ものづくりのリアルを尋ねます。
日　時：2019年10月12日㈯ 17：30〜19：00
場　所：PARK（福井県鯖江市河和田町19-1-7）
登壇者：内田徹・嶋田希望（漆琳堂）／小柳範和・若月寛人（小柳箪笥）

「工芸合説2019」プレトークイベント
ものづくりで生きる。このまちで働くおも

しろさとは？必要なスキルとは？採用を考える
三社によるトークイベントを開催します。
日　時：2019年10月12日㈯ 19：20〜20：50
場　所：PARK（福井県鯖江市河和田町19-1-7）
登壇者：土田直東（土直漆器）
 吉川精一（KISSO）
　　　　新山直広（TSUGI）

福井移住ＥＸＰＯ

「ＲＥＮＥＷ（リニュー）」は、福井県鯖江市・越前市・
越前町で開催される、持続可能な地域づくりを目指した
工房見学イベントです。会期中は、越前漆器・越前和紙・
越前打刃物・越前箪笥・越前焼・眼鏡・繊維の７産地の
工房・企業を一斉開放し、普段出入りできないものづく
りの現場に訪れ、工房見学やワークショップ、ショッピ
ングなどを体験いただけます。見学やワークショップを
通じて、一般の人々が作り手の想いや背景を知り、技術
を体験しながら商品の購入を楽しめます。

日　　時：2019年10月12日㈯〜14日（月・祝） 10:00-17:00（ナイトイベントあり）
会　　場：福井県鯖江市・越前市・越前町全域
総合案内：うるしの里会館（福井県鯖江市西袋40-1-2）

予約不要

予約不要
ＲＥＮＥＷ
初の試み
です！

新山 直広氏

工房見学エリア

取り扱っている商品（一部）
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特  集 伝統工芸界の新しい動き

SAVA!STORE
デザインとストーリーが優れた福井のグッドプロダクトが揃う

スーベニアショップ。 お土産店の領域を超えた新しいコミュニケー
ションの場として、作り手と使い手をつなぎます。
営業時間：12:00～18:00（土日は11:00～18:00） 
定 休 日：火・水

錦古里漆器店
角物塗師の兄弟が営む老舗漆器工房。常時見学

できる工房では漆器の背景を学ぶことができます。
またデッドストック品の販売や、漆塗りが体験
できるワークショップも開催します。
営業時間：9:00～17:00

Craft Invitat ion
福井のものづくりを紹介する私設観光案内所。独自の視点で選ん

だ場所をリアルとウェブで伝えます。また直営店同士をつなぐハブ
として、作り手とデザイナー /バイヤーをつなげます。
営業時間：12:00～18:00（土日は11:00～18:00）
定 休 日：火・水

URUSHI BIKE by tokyobike
漆器産地ならではの漆塗り自転車のレンタルサービス。越前漆器の

老舗「漆琳堂」と人気ブランド「TOKYOBIKE」のコラボで生まれた、
TOURISTORE別注モデルで産地巡りが出来ます。
営業時間：12:00～18:00（土日は11:00～18:00）
定 休 日：火・水

TSUGI
産地に特化したデザイン事務所。デザインワーク以外に自社ブランド

「Sur」をはじめ「SAVA!STORE」「RENEW」の運営など、創造的な
産地づくりを実践しています。
営業時間：9:00～18:00
定 休 日：土・日

若狭の空と海とものづくり

若
狭
で
新
し
い
風
が
吹
く

若
狭
の
工
芸
業
界
は
、
知
名
度

が
低
く
し
か
も
後
継
者
不
足
で
あ

る
と
い
う
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、

特
に
若
狭
工
芸
の
1
つ
で
あ
る

「
若
狭
め
の
う
」
の
職
人
は
1
人

し
か
い
な
い
と
い
う
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
窯

元
「
若
州
窯
」
代
表
の
飛
永
氏
で

す
。
若
狭
の
も
の
づ
く
り
を
も
っ

と
盛
り
上
げ
た
い
、
海
外
に
向
け

て
も
広
げ
た
い
と
い
う
想
い
で
決

意
し
、「
若
狭
の
空
と
海
と
も
の

づ
く
り
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
ま
し
た
。

若
狭
を
盛
り
上
げ
る

「
若
狭
の
空
と
海
と
も
の
づ
く
り
」

と
は
、
若
狭
工
芸
に
従
事
す

る
職
人
や
作
家
で
構
成
さ

れ
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
の
情

報
交
換
や
若
狭
の
工
芸
同

士
を
コ
ラ
ボ
さ
せ
た
商
品
の

制
作
、
合
同
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
な
ど
、
若
狭
の
工
芸
の
後

継
者
育
成
・
情
報
発
信
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
拠

点
を
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る

〝
熊
川
宿
〟
の
工
房
兼
店
舗

「
若
州
窯
」
に
置
き
、
店
内

に
は
制
作
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
「
一
歩
～

I
P
P
O 

J
a
p
a
n
～
」

が
一
角
に
並
ん
で
い
ま
す
。

世
界
へ
発
信
の
大
き
な
１
歩

2
0
1
9
年
4
月
、
当
ブ
ラ
ン

ド
が
近
畿
経
済
産
業
局
の
販
路

開
拓
支
援
事
業
***に
選
定
さ
れ
、

2
0
1
9
年
9
月
に
フ
ラ
ン
ス
の

パ
リ
に
て
展
示
販
売
を
す
る
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。「
若
狭
工
芸

発
信
の
た
め
に
一
歩
一
歩
し
っ
か

り
進
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
特
に

パ
リ
は
日
本
文
化
が
好
き
で
日
本

人
以
上
に
大
事
に
し
て
く
れ
る
。

好
き
ゆ
え
に
厳
し
く
も
し
っ
か
り

評
価
を
し
て
く
れ
る
の
で
よ
り
一

層
商
品
に
磨
き
が
か
か
り
、
作
り

手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て

く
れ
ま
す
。」
と
飛
永
氏
は
海
外

に
向
け
て
販
路
開
拓
す
る
意
義
を

語
り
ま
す
。

こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
！

陶
芸
家
と
し
て
の
20
年
の
キ
ャ

リ
ア
、
陶
芸
の
講
師
や
外
国
人
陶

芸
家
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
た
経
験
が
あ
る
飛
永
氏
。
今
後

は
新
た
な
コ
ラ
ボ
商
品
の
制
作
は

も
ち
ろ
ん
、〝
熊
川
宿
〟
と
い
う

国
内
外
の
観
光
客
が
訪
れ
る
地
の

利
を
生
か
し
て
体
験
教
室
や
合
同

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
、
今
回
の
販

路
開
拓
を
筆
頭
に
若
狭
の
工
芸
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
く
と
い
う
。

ま
た
、
若
狭
工
芸
に
魅
力
の
あ
る

事
業
に
す
べ
く
グ
ル
ー
プ
を
法
人

化
し
て
、
職
人
を
支
援
で
き
る
体

制
を
整
備
し
て
い
く
そ
う
で
す
。

ライフスタイルの変化とともに市場が先細り、職人の高齢化、担い手不足・後継者
不足に陥っている伝統工芸業界。その一方で始まっている市場開拓や担い手獲得
に向けた新しい動きについて、今年4月に若狭町で陶芸工房「若州窯」を創業し、

「若狭の空と海とものづくり」というグループの代表を務める飛永なを氏にお話を
伺いました。

若狭工芸の
新たな発信地になる

CASE 3

若狭の空と海とものづくり
https://www.facebook.com/wakasamono/

所 在 地：三方上中郡若狭町熊川21-8
代 表 者：飛永 なを氏
事業内容：窯業・土石製品製造業
TEL 0770-50-7969

選定された「一歩～ IPPO Japan ～」の一部

*** ～Challenge Local Cool Japan in Paris 第3弾～

TOURISTOREは、2019年4月にTSUGI LLC.の隣にオープン
した小さな複合施設です。施設内にはショップ・漆器工房・
観光案内所・デザイン事務所・レンタサイクルが入り、福井
のものづくりとデザインの ‘いま’ を体感できます。

TOURISTORE（ツーリストア）

福井のものづくりとデザインを体
感できる小さな複合施設

TOURISTOREの名前は‘TOURIST’と‘STORE’を合わせた造語。福井の
ものづくり旅の発信地として、狭義の観光に留まらず様々な関係性が
生まれる場所として、作り手と使い手の関係を紡ぎます。ものづくりの
現場や人々に出会うことで、この地から生まれる「できごと」が旅人に
とっての「自分ごと」になるような場を目指します。

買う

買う

観光案内

観光

デザイン事務所

見学 体験

オンライン
でも営業中!!

飛永 なを氏

古民家が並ぶ一角にお店を構える

ワークショップの
ご予約はこちら

TOURISTORE内には、、、
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大
量
生
産
か
ら
脱
け
出
す

次
の
一
手
を
探
し
求
め
て

デ
ニ
ム
や
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ

（
迷
彩
）
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
意
匠
や
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
、
風
合

い
で
、「
エ
レ
ガ
ン
ト
な
意
匠
で
、

主
に
女
性
に
使
わ
れ
る
透
け
た
生

地
」
と
い
う
レ
ー
ス
の
先
入
観
を

越
え
る
『
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
．』。

例
え
ば
摩
擦
で
ほ
つ
れ
た
刺
し
子

生
地
な
ど
使
い
込
ま
れ
た
古
び
た

も
の
の
中
に
見
出
す
日
本
の
伝
統

的
な
感
覚
を
ベ
ー
ス
に
、
ヴ
ィ
ン

テ
ー
ジ
生
地
の
よ
う
な
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
か
つ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
な

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
取
り
揃
え
て

い
ま
す
。

『
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
．』の
ス
タ
ー

ト
は
、
昨
年
２
月
、
テ
キ
ス
タ
イ

ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
梶
原
加
奈
子
氏
と

の
出
会
い
に
遡
り
ま
す
。
森
川
氏

は
２
０
１
６
年
に
「
世
界
の
も
の

づ
く
り
の
ス
ピ
ー
ド
感
に
つ
い
て

い
こ
う
」
と
考
え
、
最
新
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
大
型
編
み

機
を
導
入
し
、
現
在
地
に
本
社
を

移
転
し
ま
す
。
し
か
し
、
ボ
タ
ン

ひ
と
つ
で
簡
単
に
ハ
イ
ス
ペ
ッ
ク

な
レ
ー
ス
を
高
速
で
つ
く
る
編
み

機
は
中
国
及
び
東
南
ア
ジ
ア
各
国

で
導
入
が
広
が
り
、
国
内
市
場
で

は
そ
れ
ら
と
競
合
す
る
こ
と
と
な

り
工
賃
は
ど
ん
底
の
状
況
に
。
ア

ウ
タ
ー
レ
ー
ス
の
世
界
的
な
生
産

地
だ
っ
た
北
陸
で
は
、
急
激
な
淘

汰
が
進
み
ま
し
た
。

森
川
氏
は
、
現
状
を
打
破
し
、

次
の
一
手
を
打
つ
べ
く
情
報
収
集

に
奔
走
。
あ
る
と
き
梶
原
氏
の
講

演
会
に
参
加
し
、
直
接
話
を
す
る

機
会
を
得
ま
す
。
そ
こ
で
見
て
も

ら
っ
た
手
持
ち
の
試
作
品
の
な
か

か
ら
、
梶
原
氏
は
イ
ン
デ
ィ
ゴ
加

工
を
施
し
た
レ
ー
ス
に
着
目
。
海

外
の
大
量
生
産
品
と
の
差
別
化
を

図
る
、
新
ブ
ラ
ン
ド
の
模
索
が
始

ま
り
ま
し
た
。

古
い
編
み
機
を
改
造
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
自
社
商
品
を

森
川
氏
は
以
前
か
ら
大
量
生

産
に
適
し
た
現
在
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
に
限
界
と
違
和
感
を
感

じ
て
い
た
の
と
、
も
う
一
つ
売
り

上
げ
の
柱
と
な
る
も
の
を
探
し
始

め
ま
し
た
事
も
あ
り
「
自
社
の
熟

練
し
た
技
術
を
応
用
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
が
で
き
な
い
か
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。45
歳
の
と
き
、

初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て

レ
ー
ス
ス
ト
ー
ル
の
企
画
・
製
造
・

販
売
を
開
始
。
Ｔ
Ｖ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
大
き
な
反

響
を
得
ま
す
。「
こ
の
と
き
最
終

商
品
ま
で
仕
上
げ
る
と
利
益
率
が

高
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
」
と

語
り
ま
す
。

梶
原
氏
が
興
味
を
示
し
た
レ
ー

ス
も
、
そ
の
頃
に
手
が
け
た
試
作

品
の
ひ
と
つ
で
し
た
。
そ
の
後
、

東
京
に
あ
る
梶
原
氏
の
事
務
所
を

夫
婦
で
訪
ね
、
経
営
面
も
含
め
も

の
づ
く
り
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
重
ね
る
こ
と
に
。「
そ
こ
で
梶

原
さ
ん
か
ら
〝
レ
ー
ス
は
つ
く
り

ま
せ
ん
。
頭
の
中
に
あ
る
も
の
を

１
回
捨
て
て
く
だ
さ
い
〟
と
言
わ

れ
た
と
き
は
、“
え
っ
？
”
と
驚

き
ま
し
た
（
苦
笑
）。
そ
こ
か
ら

社
員
と
一
緒
に
、
早
さ
や
効
率
化

を
求
め
る
こ
れ
ま
で
の
感
覚
を
リ

セ
ッ
ト
し
、
発
想
を
変
え
る
努
力

を
続
け
て
い
き
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
梶
原
氏
は
、
同
社
に

あ
る
ド
イ
ツ
・
カ
ー
ル
マ
イ
ヤ
ー

社
の
古
い
編
み
機
に
目
を
留
め
ま

し
た
。「
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
、
マ

シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
は
多
い
が
、
高
速

編
み
機
と
比
べ
て
や
わ
ら
か
い
風

合
い
に
仕
上
が
る
」
特
徴
を
生
か

し
、
独
自
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
施

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
生
地
に

欧
米
の
ブ
ラ
ン
ド
が
注
目

レ
ー
ス
編
み
機
で
「
織
物
を

つ
く
ろ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
森
川
氏
は

「
織
り
味
を
効
か
せ
た
」
新
し
い

テ
キ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
に
挑
戦
。

２
０
２
０
年
ま
で
に
レ
ー
ス
生
地

の
受
注
生
産
以
外
の
も
う
ひ
と
つ

の
柱
と
す
る
べ
く
、
も
の
づ
く
り

に
没
頭
し
ま
す
。

並
行
し
て
、
森
川
氏
は
福
井
県

と
連
携
し
た
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

の
『
ふ
く
い
の
逸
品
創
造
フ
ァ
ン

ド
』
に
応
募
。
編
み
機
の
改
造
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
、
展
示
の

費
用
な
ど
を
捻
出
し
ま
す
。
今
年

２
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
の
『
ミ
ラ

ノ
・
ウ
ニ
カ
』
に
出
展
。
50
種
類

の
サ
ン
プ
ル
を
持
参
し
た
と
こ

ろ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
と

リ
サ
イ
ク
ル
ナ
イ
ロ
ン
を
使
っ
た

カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
レ
ー
ス
が
中

央
ブ
ー
ス
に
展
示
さ
れ
、
欧
米

の
ブ
ラ
ン
ド
約
50
社
が
ブ
ー
ス

を
訪
れ
た
と
い
い
ま
す
。「
欧
米

で
は
、
持
続
可
能
な
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
流
れ
は
､
今
後
、

日
本
に
も
く
る
で
し
ょ
う
」
と
森

川
氏
。
５
月
に
は
国
内
最
大
の
生

地
見
本
市
『
Ｐ
Ｔ
Ｊ
』
に
出
展
。

国
内
メ
ー
カ
ー
を
中
心
に
引
き
合

い
が
あ
り
、
新
し
い
プ
ロ
ダ
ク
ト

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
今
年
９
月
に
は
、
中
国
の
『
イ

ン
タ
ー
テ
キ
ス
タ
イ
ル
上
海
』
に

参
加
す
る
予
定
で
す
。
３
年
計
画

で
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
の
認
知
度
を
広
げ
、
最
終
的
に

は
『
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
．』
を
ア

パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
し

た
い
」
と
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

有限会社森川レース
福井市川合鷲塚町39-1
代表取締役　森川英樹
事業内容：レース生地の製造
TEL: 0776-43-0177
https://www.morikawa-lace.com/
https://andante-japan.com/

レ
ー
ス
の
既
成
概
念
を
覆
す
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
を
創
作有限

会
社
森
川
レ
ー
ス

　
女
性
服
に
用
い
ら
れ
る
ア
ウ
タ
ー
レ
ー
ス
を
製
造
す
る
、
有
限
会
社
森
川
レ
ー
ス
。
１
９
６
３
年
の
創
業
以
来
、

主
に
レ
ー
ス
生
地
の
受
注
生
産
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年
２
月
か
ら
新
し
く
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ン
ド

『
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
ｔ
ｅ
．』
の
運
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
レ
ー
ス
の
既
成
概
念
を
覆
す
オ
リ
ジ
ナ
ル
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

レ
ー
ス
づ
く
り
に
込
め
ら
れ
た
思
い
と
今
後
の
展
望
を
、代
表
取
締
役
の
森
川
英
樹
氏
と
公
私
に
わ
た
る
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
る
森
川
嘉
子
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

注目企業
今月の

梶原氏のデザイン事務所とミーティングを重ね
ながら、次のトレンドを開発中。

森川 嘉子氏 代表取締役 森川 英樹氏

職人の繊細な調整が必要で効率的ではないが、
他では真似できない風合いが生まれる。

「手に持った瞬間、『andante.』とわかってもらえる商品にしたい」と森川氏。

『ａｎｄａｎｔｅ.』の編み機。
日本に2台しかない1987年製ラッセルレース編み機を、独自にカスタマイズしている。
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（公財）ふくい産業支援センターでは『ふくい創業者育成プロジェクト』を通し、県内の創業者をさまざまな角度からサポートしています。
ここでは、創業者や若手経営者の新しい視点を活かしたユニークな事業や立ち上げまでの道のりをご紹介します。

創業者・若手経営者の挑戦  Start a New Project

「ふくいオープンイノベーション推進機構（FOIP）と
ふくい宇宙産業創出研究会」

平成27年４月の福井経済新戦略の改訂を受け、産学官金の叡智を結集して、県内企業のイノベーションを応援し、
新産業や新技術を創出する仕組みとして「ふくいオープンイノベーション推進機構（FOIP）」を設立しました。具体
的プロジェクトの一つとして「宇宙産業の参入促進」について進めています。また、県内企業の宇宙産業への参入を
支援するため、平成２７年９月に、「ふくい宇宙産業創出研究会」を設立しました。

FOIPとふくい宇宙産業創出研究会では、参画企業に対して、各種の宇宙産業情報・技術情報の提供、技術開発
から販路開拓までの支援などを行っています。

⑴宇宙産業ビジネスの情報提供
研究会設立後、宇宙産業関連の先端企業やスタートアップ企業からキー

パーソンを招聘し、世界や日本のビジネス動向などを情報提供しています。
⑵先端研究機関（東京大学等）との連携

東京大学の中須賀真一教授を福井県に招き、人工衛星設計基礎論とし
て宇宙産業に取り組むための技術情報を体系的に学びました。また、東
京大学の超小型人工衛星の製造現場に、県内企業の技術者が赴き、製造
や運用の技術研修を実施しています。このほか、研究会参画企業をワー
キンググループに分け、人工衛星製造実習にも取り組みました。
⑶リソース情報の提供

工業技術センターに整備した宇宙関連試験機の情報提供と、積極的な試験機の利活用を推進しています。また、
福井工業大学の通信用大型アンテナの情報提供も行い、福井県の強みを活かしています。
⑷外部資金の活用と販路開拓支援

国や県の技術開発系外部資金の積極的な活用を推進しています。これまでに、超小型人工衛星の筐体設計技
術、炭素繊維材料の宇宙分野への展開、超小型人工衛星の量産に向けた共通化部品（バス）の標準化などに取り
組んでいます。

次世代標準化バス製造開発の取り組み
工業技術センターでは県内企業および東京大学中須賀研究室と、超小型

衛星の多数機生産に関する共同研究契約を結び、衛星の設計、製造、検
証技術の高度化を図り、次世代標準化バスの開発に取り組んでいます。バ
ス開発にあたっては経済産業省の平成29年度補正予算「グローバル・ベン
チャー・エコシステム連携加速化事業費補助金（スタートアップファクト
リー構築事業）」を活用しています。これらの結果、ルワンダ国向け衛星
や東京大学の水推進エンジン実証衛星に、福井県で開発した20×10×10cm
サイズ（2U）標準化バスを提供することに成功し、この秋、国際宇宙ス
テーションに向けて打ち上げのカウントダウンが始まりつつあります。

元臨床検査技師が腸セラピストに転身
うえせさんは臨床検査技師として地元の病院に16年間
勤務しましたが、「検査やデータから人と関わるのでなく、
直接、人と人とのふれあいを大切にしたい」という思いが
募り、起業を志し退職。2016年9月、腸セラピーを行う専
門サロンを自宅の一室でスタートさせました。サロンでは、
腸の状態や生活習慣などをカウンセリングした後、マッ
サージ（腸もみ）を行います。継続的なイベント出店や
口コミで着実にお客様を増やしていき、2017年5月には自
宅から市之助一丁目に移転。念願のサロン専用店舗をオー
プンしました。

なかなか起業する踏ん切りがつかなかった
現在は精力的に活動しているうえせさんですが、「退職後、

開業届を提出するまで実は3年かかった。手に職を持ってい
る分、いざとなれば戻れるという甘えもあって、なかなか

起業する踏ん切りがつかなかった」と当時をふり返ります。
転機は、退職後に健康診断のパートをしていた時でした。
診断結果をドキドキしながら待つ人々の様子を見て、予防
医学という観点から腸の大切さを広めたいという使命感が
わき、「起業する覚悟を決めよう」と決意したのだそうです。

北陸初の「腸整セルフマッサージスクール」を開校
取材中も、自分自身の話よりも、腸の話をしている時間の

方が長くなるくらい一生懸命な、うえせさんの挑戦はまだま
だ続きます。「１人でも多くの方に腸セラピーを身近に感じ
てもらいたい」という思いから、2019年4月に北陸初の「腸
整セルフマッサージスクール」を開校。サロンで個別に腸セ
ラピーを行う傍ら、少人数制のスクールで、手軽にできる腸
マッサージ（腸もみ）の方法を指導しています。「今後は健
康経営アドバイザーの資格を取得し、企業に向けて従業員
の健康管理についてご提案できれば」と抱負を語ります。

元プロ競輪選手のキャリアを活かし起業
西畑さんはプロ競輪選手として20年間活動し、引退後は
健康運動指導士として勤務するかたわら、専門学校の非常
勤講師や地域総合型スポーツクラブのコーチなど、指導者
として9年間の実績を積みました。
もともと独立心が強かったと話す西畑さんは、「プロ競
輪選手時代に培ったトレーニング実践ノウハウと、引退後
指導者として習得した知識を活かして、パーソナルトレー
ニングジムを起業したい」と一念発起。半年間の準備期間
を経て、2016年12月、50歳の時にＳＰＥＸＧＹＭ（スペッ
クスジム）を開店しました。

不安は感じても不思議と怖くはなかった
起業時はわからないことばかりで、支援機関や金融機関に

何度も足を運び相談に及んだ西畑さんですが、「不安は感じ
ても怖くなることは
不思議となかった」
と言います。
「子どもの頃から、
やりたいと思ったこ
とは『自分に出来な
いことはない！』と

思える性格なので」と笑いながら振り返る西畑さんは、そ
の言葉どおり、前向きな性格と持ち前の行動力を活かして
着実に売り上げを伸ばし、起業後ほどなく経営を軌道に乗
せていったのでした。

アスリートのセカンドキャリア支援に意欲
そんな西畑さんの元には、岐阜・三重・京都など、県外か

ら元競輪選手が多数見学に訪れるといいます。「引退後、現
役時代に培ったスキルをセカンドキャリアに活かせずに、仕
方なくサラリーマンをしているというアスリートが大勢いる。
多数の見学者を迎える中で、そんなアスリートのサポートが
したいと考えるようになった」と話す西畑さん。2019年4月に
はスペックス株式会社を設立。パーソナルトレーニングジム
を継続しながら、将来へ向けてアスリートの引退後のセカンド
キャリア支援事業に取り組んでいきたいと意欲を燃やします。

元臨床検査技師が腸セラピストに転身
北陸初の「腸整セルフマッサージスクール」を開校

元プロ競輪選手がパーソナルトレーニングジムを開店
経験を活かしアスリートのセカンドキャリア支援に意欲

Instance

17

Instance

18

福井県の宇宙ビジネスへの挑戦
～宇宙産業への進出に向けたふくい宇宙産業創出研究会の取組み～

こんにちは！

FOIPです。

〔公益財団法人〕ふくい産業支援センター
オープンイノベーション推進部　ネットワーク推進室

腸
ちょうととのえ

整 N
　 ぬ く 　

uku’N
　 ぬ く 　

uku
代表 うえせ ともえさん

https://nukunuku.jp/
所在地：越前市高瀬1-4-32 市之助一丁目
TEL 070-4115-5327
E-mail info@nukunuku.jp

スペックス株式会社
 代表 西畑 満純さん

https://spexgym.com/
所在地：福井市定正町1311
TEL 090-8967-8337
E-mail spexgym@gmail.com

東京大学での技術研修の様子

福井県で製造する超小型人工衛星エンジニアリングモデル
（2U標準化バスを搭載）
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総合相談窓口［相談無料・事前予約制］
毎週月曜～金曜（休日・祭日を除く）　［嶺北］9：00 ～ 17：00／［嶺南］9：00 ～ 12：00
TEL：0776-67-7400　FAX：0776-67-7429　E-mail：soudan-g@fisc.jp
URL： http://www.fisc.jp/consult/sougo/ ※左記URLから専門家の当番予定日や予約状況が確認できます。

　まずはお気軽にご連絡ください。総合相談窓口　ふくい 検索

儲かる会社に変わるミニセミナー
経営支援の専門家（中小企業診断士）が

儲けるコツを伝授します
受講
無料

お申し込み
・

お問い合わせ

ミニセミナー 1 今日からわかる。明日からできる。“儲けるための考え方”（60分）

　たった５つの質問で作れる『お金のなる木チャート』を使うことで、明日から実践できる“儲けの一手”が見えてき
ます。「忙しいのに、儲からない…」そんな方におすすめのセミナーです。

（より踏み込んだアドバイスを行うため、できましたら直近期の決算書をお持ちください）

ミニセミナー 2 儲かる値段の決め方とは（60分）
「他社よりも安いのに売れない」「売っても売っても、手元にお金が残らない」
そうした商品・サービスは、値段の付け方や見積りの仕方に問題のある可能性が
あります。値決めの基本的な考え方を学ぶことで、儲かる販売戦略を考えます。

ミニセミナー 3 目からウロコの業務改善（60分）
ものづくり改善インストラクターとして、いくつもの工場を見てきた生産現場

改善のプロが、業務改善のヒントをズバリ指摘します。製造現場や工場はもちろん、
事務所の改善も大歓迎です。
（当日は、改善したい場所の写真をお持ちください）

儲かる会社に変わるために、特別な能力は必要ありません。
なぜなら、必要なのは才能ではなく、基本知識だからです。

数字に苦手な方も、アドバイスを実践し改善につなげています。
「忙しいのに、なかなか手元にお金が残らない...」とお思いの経営者の皆様へ、
経営支援の専門家がすぐに実践できる「儲けるための考え方」を助言します。

担当講師：松
ま つ

田
た

 博
ひ ろ

史
し

中小企業診断士、
福井ものづくり改善インストラクター

セミナー開催日

嶺 

北

日時：令和元年10月9日㈬、10月23日㈬、11月13日㈬、11月27日㈬ 
 ①9:00～10:30　②10:30～12:00　③13:00～14:30　④15:00～16:30 
場所：坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1-16 福井県産業情報センタービル 3階

嶺 

南
日時：令和元年10月10日㈭、10月17日㈭ 、10月24日㈭、11月7日㈭、11月28日㈭ 
 ①9:00～10:30　②10:30～12:00 
場所：嶺南サテライトオフィス（敦賀市神楽町2丁目2-4 アクアトム2階）
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「IT」教えて先生!
～新人IT研修担当者が聞いてみ

ました～
「IT」教えて先生!
～新人IT研修担当者が聞いてみ

ました～

お申し込み
・

お問い合わせ先

ホームページ制作に関わる全ての方へ
Webデザインの原則を学んでみませんか？

（公財）ふくい産業支援センターでは県内中小・個人事業者の皆さま向け
に、IT研修を開催（年間約80回）しています。これから開催される注目の
講座について、新人IT研修担当者が講師にお聞きしました。

―いろいろな会社のHPを見ることがありますが、
見やすさや使いやすさってサイトによって結構まち
まちですよね？

　私は常々、「デザイン＝思いやり」だと考えています。相
手（見る人）を思ってデザインすれば、きっといいデザイ
ンになります。とはいえ、やはりWebデザインには基本と
なる原則があるものです。この講座では、レイアウトの基
本や色のこと、文字のこと、画像のことなど、Webサイトを
構成する一つ一つの要素について、基本になる知識を丁寧
にお伝えしていこうと思っています。
　また、スマホやタブレットが当たり前の今ですから、モ
バイル対応の「レスポンシブウェブデザイン」もとても重
要になっています。読みやすく、目的のページにたどり着
きやすいサイトをデザインできるよう、たくさんのヒント
をご用意していますよ。

―どんな方に聞きに来てほしい講座ですか？
　Webサイトに関わる全ての方に知っていただきたい内容
ですね。普段からHP制作に携わっている方はもちろんです

が、これから自社の新しいページを立ち上げようと考えて
いる方にもおすすめです。
また、今あるサイトの改修を考えている方もぜひどうぞ！
事前に貴社のウェブサイトのURLをお伝えいただければ、
講座内で改善点をお伝えする簡易的なサイト診断・チェッ
クもさせていただきます。

―私自身はHPを作らないのですが…なんて人でも
大丈夫？

　外部のHP制作会社に依頼しようと考えている人であっ
ても、Webデザインの基礎を知っているのと知らないのと
では、完成したHPに大きな差が出るものです。
　講座では、制作に入る前に知っておきたいポイントとい
うことで、「サイト設計」の段階から詳しく解説していきま
す。サイト設計はとても重要で必要不可欠です。ここをおろ
そかにして前に進むと、一から作り直しになる場合もあり、
逆に遠回りという結果になってしまうこともあるくらいで
す。これらのように、外部との上手な依頼方法や進め方、イ
メージの共有の仕方などぜひ学んでいただきたいですね。

日　時：令和元年10月８日㈫
　　　　13：00 ～ 17：00
会　場：福井県産業情報センター
　　　　（坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16）
受講料：4,300円（消費税抜き）
講　師：フォルトゥナ　坂本 邦夫 氏

《昨年の受講者の声》
・デザインや色彩、フォントについて細かく学べる
機会がなかったので、勉強になりました。
・ホームページだけでなく、他のデザインにも
当てはまることが多く、今後役立ちそう。
・会社のHPの見直しや打ち合わせ時に参考に
なりそうです。

ご紹介するのはこちらの講座

教えてくれるのはこの人

募集中

～デザインの基礎を守って、
　　　　　　伝わるウェブサイトに～

ホームページ
デザインの基礎

（公財）ふくい産業支援センター
ふるさと産業育成部 ベンチャー・Ｅビジネス支援グループ
TEL：0776-67-7411　E-mail：pckouza@fisc.jp
お申込みはホームページ http://www.fisc.jp/pckouza から

　色彩のホームページへの応用方法をまとめた「基礎から
わかるホームページの配色」を2004年に公開。以後、ホーム
ページの制作・コンサルティングを主な業務として活動。著
書『ウェブ配色 決める！チカラ 問題を解決するコミュニケー
ション』（ワークスコーポレーション）など。

フォルトゥナ

坂本 邦夫 氏

竹を使って、日常に非日常を。

竹之助
https://takenosuke.com/

越前市池泉町2−9
TEL：0778−42−5576	
FAX：0778−42−5517
営 業 日：土曜日～月曜日
営業時間：10：00～17：00
	 ※電話での対応は随時可能です。

2015年4月、越前市にオープンした竹工房「竹之助」が今年の7月に店舗をリニューアル
オープンしました。

代表の片岡大輔氏は京都で11年間修行した竹垣職人で、その中で銀閣寺や伏見稲荷、清
水寺の二年坂など京都有数の名所の竹垣制作に携わるなど確かな経験と実績のある職人で
す。現在でも月の半分は京都で竹垣制作をしています。

店舗兼工房は、越前市の味真野小学校付近に位置しています。店内は美しい竹垣が展示
され、間近でその重厚な質感に触れることができ制作依頼も可能です。また、店舗の半分
は竹製品がずらりと並び可愛い竹雑貨や洗練されたデザインの竹アイテムを購入する事が
できます。竹垣と竹アイテムの専門店とする事で、竹の需要と認知度が低い福井県に竹の
魅力を伝えたいという想いが込められています。

竹を使用したアイテムで代表的なものが竹製スピーカー「i3booo」です。何気ない日常
の空間の片隅に置くだけで「和」の空間を創り出す、「現代の鹿威し」として注目を集め
ています。
「将来的には竹を使って街並みを変えたい。竹垣は視線を遮る壁では無く、目と心を奪う
素敵なエクステリアだと思います。車社会の福井県において、ロードサイドをモダンに彩
る竹垣達、そんな竹垣の佇まいに惹かれて思わず立ち寄ってみよう思わせる、そんな竹垣
でいっぱいの街並みにしたいです」と意気込みを語ってくれました。
活用事業：平成30年度創業支援事業（実施中）

ご来店やお問い合わせ
お待ちしております！

竹之助

県
内
企
業
が
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ち
出
し
た
気
に
な
る
新
ス
ポ
ッ
ト
にF
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集
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が
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そ
の
空
間
に
込
め
ら
れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
や
こ
だ
わ
り
、
企
業
の
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。
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InformationInformation

ふくいITフォーラム関連セミナー
問題解決のために 高速で簡単、
美しいデータ分析を誰もが出来る
ＢＩツールの紹介
日　時●10月25日㈮ 14:00～15:00
会　場●福井県中小企業産業大学校
 １階　特別教室
講　師●Tableau Japan 株式会社
 パートナーデベロップメント
 マネージャー 柿

かきぬま

沼　弘
ひろみち

道氏

主　催：福井県ＩＴ産業団体連合会
後　援：北陸情報通信協議会

Zoomを活用した働き方改革の事例
日　時●10月25日㈮ 15:30～16:30
会　場●福井県中小企業産業大学校
 １階　特別教室
講　師●ＮＥＣネッツエスアイ 株式会社

ビジネスデザイン統括本部 エンパワード 
オフィス推進本部 プロモーショングループ
プロモーショングループマネージャー

 大
おおるい

類　亨
とおる

氏
主　催：福井県ＩＴ産業団体連合会
後　援：北陸情報通信協議会

福井県ＩＴ産業団体連合会
TEL 0776-50-2533　　URL http://www.e-fas.net

お問合せ・お申込み先

日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

令
和
元
年
8
月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
本
法
人
臨
時
理
事
会
に
お
き

ま
し
て
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
あ
ま
る
重
責
で
は
あ
り
ま
す

が
、
福
井
県
産
業
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
、
皆
様
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う

努
力
い
た
す
所
存
で
す
。

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
の
施
策
や
県
が
本
年
３
月
に
再
改
訂
し
ま

し
た
「
福
井
経
済
新
戦
略
」
に
基
づ
き
、
他
の
産
業
支
援
機
関
等
と
し
っ
か

り
と
連
携
し
な
が
ら
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

近
年
は
経
営
環
境
の
変
化
も
激
し
い
こ
と
か
ら
、
事
業
の
見
直
し
や
拡
充
、

新
た
な
事
業
の
追
加
な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
総
合
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
関

と
し
て
新
し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
福
井
県
産
業
の
中
核
的
支
援
機
構
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を

持
ち
、
個
々
の
力
を
結
集
し
た
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
可
能
性
あ
ふ
れ
る
企

業
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、活
力
あ
る
未
来
を
創
造
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
理
事
長
就
任
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人
ふ
く
い
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
　
　
　   

理
事
長
　

東
村 

健
治

採用予定人数および職務内容
職　　 種 企業経営支援職員

採 用 人 員 若干名

採用年月日 令和２年４月１日

職 務 内 容

県内中小企業に対し、経営全般
（新事業展開・商品開発・販路
開拓・ＩＴ活用・人材育成など）
についての各種支援を行う業務
および一般事務。

勤 務 地
公益財団法人ふくい産業支援 
センターの各事務所 

（福井市・坂井市）

試験日《第１次試験》

日 　 時 令和元年10月27日㈰
午前９時00分～

試 験 会 場 福井県産業情報センタービル 
（坂井市丸岡町熊堂3-7-1-16）

試 験 内 容

センター職員として必要な一般
知識、知能、判断力および理解力
等について、択一式による筆記
試験（大卒程度：２時間）および
職務遂行上必要な素質および
適性を有するかどうかについての
検査（20分）を行います。

正職員採用試験のお知らせ（令和２年４月１日採用）

受験手続および受付期間
　採用試験申込書による応募が必要です。また、採用試験および
申込方法等の詳細につきましては、採用試験案内に記載してあり
ますので、ホームページ（http://www.fisc.jp）より採用試験案内
および採用試験申込書をダウンロードし応募してください。
　応募期間は令和元年９月２日㈪から令和元年10月11日㈮までです。

申 込 方 法

「採用試験申込書」に必要事項を記入し、福井県
産業情報センター４階の総務部まで持参もしくは
郵送により受付期間内に提出してください。
■郵送による提出
封筒の表に「採用試験受験」と朱書きし、
必ず書留郵便にしてください。
令和元年10月11日㈮までの消印のものに限り受
け付けます。（10月８日㈫以降の郵送は、速達
書留にしてください。）

申 込 先

公益財団法人ふくい産業支援センター 総務部
〒910-0296 
福井県坂井市丸岡町熊堂第3号７番地1-16

（福井県産業情報センタービル４階）

受 付 期 間

令和元年９月２日㈪～
　　　　　　令和元年10月11日㈮＜消印有効＞

（ただし土曜日・日曜日・祝日は除く。）
受付時間は午前８時30分から午後５時15分まで
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新聞記事から集めた 県内企業の新商品・新規事業
■収集期間：令和元年7月1日〜元年8月30日
■収集対象：福井新聞、日刊県民福井、日本経済新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞

当支援センターが収集している新聞記事
の中から、県内企業の新商品・新規事
業に関する記事をピックアップしました。

食料品／飲料
歌舞伎の女形で人間国宝の坂東玉三郎さんが同社と提携し、自らの名称を冠した日本酒「BANDOS・SARI」をつく
りあげた。県内の代表的な銘柄を味わい、自らの美意識に合う蔵元を選択した。 毛利酒造（福井市）

日本酒「梵」を製造する同社は2年後をメドに新工場を建設し、生産能力を5倍に引き上げる。輸出先が世界102か国
に広がっているほか、中国でネット通販を始めるなど、海外販売が好調で、受注に対応しきれなくなっているため。 加藤吉平商店（鯖江市）

清酒の最上級カテゴリーに分類される純米大吟醸を醸造した際にできる酒粕を原材料に使用した焼酎「イチジクの葉、
風そよぐ」を商品化した。焼酎を通して酒粕の新たな楽しみ方を提案したいという。 一本義久保本店（勝山市）

ごま豆腐など製造販売の同社は、直営店「幸家」（同町京善）のレストランで新元号にちなんだ「令和御膳」の販売
を開始した。「料理を通じて、万葉集ができた時代の風情や現代とのつながりを感じてもらいたい。」としている。 幸伸食品（永平寺町）

食品製造販売、料理店経営の同社は福井市御幸4丁目に初の弁当専門店「ごちそう一乃松」を開店した。同社経営
の料亭の料理人が監修したこだわりの弁当を揃える。同市内で宅配もしている。 一乃松（越前市）

繊維／衣服
一般公開している自社の工場にカフェ「g café.（ジー・カフェ）」をオープンした。地域住民や見学に訪れた人たち
に憩いの場や、ものづくりグループのワークショップの場として交流拡大を図る。 柳澤織ネーム（坂井市）

自分だけの1着を作ることが出来る女性向けのパーソナルオーダーブランド「ビスコテックス メイク ユア ブランド」
の新店舗を、百貨店のジェイアール名古屋タカシマヤ店に開設する。 セーレン（福井市）

眼　鏡
スタジオジブリの人気アニメ「天空の城ラピュタ」の登場人物のサングラスとゴーグルが、同社の技術で眼鏡とし
て再現・販売された。商品化したのは、主人公の少年パズー愛用のゴーグルをアレンジした眼鏡フレームと、敵役
であるムスカ大佐のサングラス。

エクセル眼鏡（鯖江市）

眼鏡枠企画製造販売の同社は東京銀座に同社のブランド発信拠点となる直営ショップ「シャルマン 銀座並木通り」
をオープンする。同社唯一の直営店となり、海外ブランドショップが集中するエリアへの出店である。 シャルマン（鯖江市）

建　設
くいと建物の基礎をつなぐ部材を地下方向に長くすることで耐震性能を上げ、くい自体を細くしたりくいにつける
鉄筋の数を減らしたりできる、くい打ちの新工法を開発した。 三谷セキサン（福井市）

その他の製造業
プラスチックごみによる海洋汚染が大きな問題となる中、業務用漆器総合メーカーの同社は、洗って繰り返し使え
るストローを開発し、販路を広げている。清潔に洗うのに役立ててもらうため、超音波の洗浄機や専用ブラシも開
発した。

福井クラフト（鯖江市）

建築用鋼構造物設計・製造の同所は大野市陽明町2丁目に社屋を新築移転、同市庄林に庄林工場を新築した。現在
の同市中挾２丁目の社屋が手狭になったことと、この1，2年で大手の住宅や物流メーカーからの受注が増えている
ため、本社工場に加えて製造拠点を2つにした。

遠藤鉄工所（大野市）

高性能断熱材に遮熱性を持たせた新商品「フェノバボード遮熱」を発売した。主に住宅の屋根への使用を見込み、
ハウスメーカーや小売店などに売り込む。 フクビ化学工業（福井市）

学生服製造・卸売業の同社は、3店舗目となるランドセル・学生服専門店「イクラボやしろ店」を福井市渕4丁目に
オープンした。同店にはミシンやアイロンを備えた縫製加工スペースも設けた。 山耕（越前市）

教育用品製造販売の同社が、県工業技術センター、福井経編興業（福井市）と共同で、幼児教育向けの吸音性の
テント型教具「カルム」を開発した。吸音パネルなどは幼稚園などでも使われているが、遊びの環境に溶け込める
吸音性の教具は全国初である。

ジャクエツ（敦賀市）

中学硬式野球の鯖江ボーイズ出身でプロ野球オリックスの主砲として活躍する吉田正尚選手を応援しようと、鯖江
市は地場産業のものづくり技術を生かしたオリジナルグッズを製作した。製作には同市漆器生地・木製雑貨製造業
の「ヤマト工芸」が担当した。

ヤマト工芸（鯖江市）

商業／サービス
アウトドア向け各種用品、ウェア販売の同社は、キャンプ・アウトドア分野で北陸最大級の店舗「ザ ゲート バイ 
サンデーマウンテン」を福井市定正町にオープンした。 カンパネラ（坂井市）

男性用衣料品インターネット販売の同社は、オシャレのコツを対話形式紹介する書籍「正解の服、教えてもらいま
した。」を発売した。通販サイト内にある「オシャレの教科書」にはこれまで150万アクセスがあるほど人気であり、
これをもとに加筆し書籍化した。

ドラフト（あわら市）

女性向けファッションブランド「axes femme（アクシーズファム）」を展開するアイジーエーの子会社である同社
は、福井大などと連携して伝統工芸品や雑貨を取り扱うインターネット通販サイトの開設に向けて準備をしている。
企業などとの交渉は学生がやる。

アイジーエー（越前市）

冠婚葬祭業、冠婚葬祭互助会業の同社は、法要や祝い事など儀礼の食事会場として活用できる多目的施設「華づな」
を福井市四谷に12月開設する。専用の施設は同社では県内初となる。 アスピカ（福井市）

福井市藤島町のイラストレーター、伊藤友香さんが同市小路町の古民家に有料の「図書室」を開設した。名前は
「トンデモ図書室伊藤堂」。図書室は有料だが、利用して感じた価値だけ料金を払う仕組みになっている。 トンデモ図書室伊藤堂（福井市）
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編集後記

本誌に関するお問い合わせは

http://www.fisc.jp/

総務部　TEL 0776-67-7414／FAX 0776-67-7419／E-mail：kouhou-g@fisc.jp
〒910-0296 福井県坂井市丸岡町熊堂第3号7番地1-16（福井県産業情報センタービル内）

「○○が面白かった、ためになった」、

「△△をもう少し□□にしたらどうか」、

「●●のテーマについて紹介して欲し

い」、「▲▲会社がやっている■■に

ついて取り上げて欲しい」など、本誌

を読んだ感想や、要望など、皆様の

ご意見をお待ちしております。

皆
様
の
声
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
!!

県民ワクワクチャレンジプランコンテスト2019
活動プラン募集

	

本誌「F-ACT（ファクト）」を活用して会社をPRしよう！

応募資格●
【若者枠】若者（18〜39歳）が中心となって県内で活動する団体
【女性枠】福井県内在住の女性または福井県内在住の女性を代表者
とし、かつ、福井県内在住の女性2/3以上で構成するグループ
対象プラン●

【若者枠】若者グループが福井を元気にするための活動プラン
【女性枠】社会貢献、まちづくり、ビジ

ネスなどにより、福井を活性
化しようとするプラン

支援金●各100万円コース：２件
　　　　　  20万円コース：５件
応募締切●令和元年10月25日㈮
 【若者枠】・【女性枠】共通

企業情報メール便
販路開拓のチャンス！
本誌にチラシを同封できます

本誌では、企業情報メール便（チラシ同封
サービス）を毎号実施いたします。配送先は、
県内事業所約1,700社です。この機会に、貴社
の商品・サービスを幅広く紹介しませんか？

こんにちは！ F-ACTを編集・作成に
夢中で、最近1日が早く感じる編集者で
す。気づけばあっという間に3冊目の発
行です。Facebookの取材風景もおかげ
さまで読んでいただいている方が増えて
きています！本誌には載っていない、取
材企業の「実は…」「すごい！」という
ところなどを紹介していきますのでぜひ
ご覧ください。

今回の特集は「伝統工芸界の新しい動
き」をテーマに組ませていただきまし
た。私が実際に取材してみて、やっぱり
福井の技術はすごい！再確認できまし
た。ただブランド力がなかったりお互い
に良い関係を持てる取引先に巡り合えて
いなかったりなどといった企業が、新し
い動き、支援を受けて世界にまで羽ばた
いている姿を見たり聞いたりすると、私
たち支援する団体や企業の存在意義を再
確認させられます。本誌も企業の助けに
なりたい一心で作り続けますので、今後
ともよろしくお願いします！

○料　金
同封するチラシ・パンフレットのサイズ 料金（税抜）

Ａ４判以下のチラシ 6,000円
Ａ４判超〜Ａ３判以下のチラシ

（二つ折にしてＡ４判以下のサイズにすること） 9,000円

Ａ４判以下のパンフレット
（10ページ程度まで） 12,000円

※チラシ・パンフレット１種類当たり1回分の同封料金です。
ご利用を検討の方は、事前に、電話または電子メールにてご連絡ください。
１号につき約10社まで受け付けます。
なお、申込状況および掲載内容によりお断りする場合があります。

●次回実施号
VOL.39 11月25日発行予定
チラシ提出締切日：１１月１５日

チラシ1,700部をご提出
（持参または配送）願いします。

お問い合わせ先
（公財）ふくい産業支援センター  総務部  F-ACT担当
TEL：0776-67-7414　e-mail：kouhou-g@fisc.jp

※ふくい若者ポータルサイト「ふくいの！」
〔若者枠〕・福井県ホームページ〔女性枠〕
に本事業の「募集要項」を掲載しています。
募集内容、応募方法等の詳細を必ずご確
認いただいた上でご応募ください。
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経費削減のために有料広告を掲載しています。




